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＜計量管理研修・見学会の概要＞ 

 

平成 31 年 2 月 13 日、14 日に行われました

研修見学会の概要をご報告いたします。 
部会員会社 11 社 12 名の参加、集合場所の千

葉駅前京葉銀行本店前を 8 時 30 分の出発とな

りました。 
出発後、車内にて当部会長の丸善石油化学株

式会社 鵜澤様に始めのご挨拶を頂き、 
参加者全員で自己紹介をしました。 
バスは最初の見学地である『東芝未来科学館』

へ向かい、予定到着時刻の 9 時 40 分に到着い

たしました。 
 

■東芝未来科学館 
 
【概要】                       

東芝未来科学館では、様々な先進技術で

人々の暮らしを変えてきた、東芝のあゆみを振

り返ることができる「ヒストリーゾーン」、実

験やワークショップを通じて、科学技術を楽し

く学ぶことが出来る「サイエンスゾーン」、そ

して、夢に描いた未来を体験する「フューチャ

ーゾーン」、3 つのゾーンと 9 つのカテゴリに

分かれています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見学】 

最初の見学はヒストリーゾーンです。 

東芝の歴史を説明して頂きました。 

東芝は“からくり儀右衛門”と呼ばれた田中久

重と“日本のエジソン”と評された藤岡市助、

この二人によって創業されたとの事で、日本の

古い時代における機械的仕組みである“からく

り”と革新的な新しい技術！とが巧く融合され

た“ものづくり”を追求するＤＮＡが受け継が

れ、今もなお、世の中の暮らしには欠かせない

電気産業の礎を築いた企業であると感じました。 

「創業者のものがたり」では、茶運び人形の実

演を見ることが出来ました。 
実物を初めて見ましたが、電池も無く、ぜんま

いと歯車、カム、棒てんぷだけでその動きを制

御する様は、感動の一言です。 

また、「１号機ものがたり」では、東芝が日本

で初めて世に製品化した家電製品が陳列されて

おり、昭和生まれには、思わず声が出るほど、

懐かしい洗濯機、カラーテレビ等がたくさんあ

り、電気技術の発展を知る事が出来ました。 

 

続いては、サイエンスゾーンに向かいました。 

サイエンスゾーンでは、マイナス 196℃の液体

窒素を使って、超電導の仕組みやＴＶでおなじ

みの静電気発生装置を使った科学実験などがあ

り、実験、実演を通じて体験する事が出来ます。 

また、フューチャーゾーンでは、エネルギー、

社会インフラ、半導体、デジタルプロダクツ、

IoT など、私たちが暮らしている街のさまざまな

場所で活かされている東芝の最先端技術をゲー

ム感覚で楽しく体験、体感できるコーナーが沢

山あり、大人も子供も楽しみながら学べるスペ

ースになっております。 

難しい科学技術、最先端技術等を分かり易く！

親しみやすく！学んでもらえるように創意工夫

を凝らしたとても面白い施設でした。 
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最後に東芝未来科学館のパネルをバックに集

合写真を撮影して、東芝未来科学館を後にしま

した。 

 

2 日目の研修先は愛知県なので、1 日目の研修

見学はこれで終了。 

午後からは愛知県に向かって、ひたすら移動

でした。 

約 4 時間の移動を経て、今回の宿泊先の『三

谷温泉 ホテル 明山荘』へ到着。 

皆さん、長旅お疲れさまでした。 

一日の疲れを温泉で癒して、明日の見学研修

へ備えて下さい。 

 

研修 2 日目は、9 時にホテルを出発し、トヨ

タ自動車の工場見学に向かいました。 

 

■トヨタ自動車株式会社（トヨタ会館＋元町工場

見学） 

 

【トヨタ会館見学】 

トヨタ会館は 6 つのテーマからトヨタのクル

マへの思いが詰まった施設です。 

 

「環境と感動」： 

住みよい地球と豊かな社会を実現するため、

クリーンで安全なクルマを開発。 

水素を燃料として走行中に CO2 を排出しない

燃料電池自動車 MIRAI をはじめ、ハイブリッド

技術をコアとしたエコカー開発への多面的な

取り組みが見られます。 

 

 

 

 

「安全と自由」： 

クルマがドライバーの安全運転をサポート

する仕組みや衝突時に乗員・歩行者を保護す

るためのしくみを紹介しています。また、シ

ミュレーターを使って、クルマがドライバー

の安全運転をサポートする仕組みを体験でき

ます。 

 

「生産と創造」： 

生産工場でのプレス、溶接、塗装、組立の

４つの工程や工場の生産技術のものづくりを

映像や模型でわかりやすくご紹介されていま

す。 

 

「企業と社会」： 

トヨタが目指す将来の姿を具体的な取り組

みを紹介しています。 

 

「クルマ教室」： 

クルマの仕組み・クルマができるまでの工

程やリサイクルの取り組みを紹介しています。 

 

「車両展示」： 

最新のトヨタ車を展示及び「TOYOTA GAZOO 

Racing」でのモータースポーツ、ラリーの取

り組みや、その時々の話題のクルマを紹介し

ています。  
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トヨタ会館は自由見学でありましたが、見応

え充分で、特に車両展示場では様々なトヨタ車

がズラリ！みんな目を輝かせ車に乗り込んだ

り、眺めてみたりと思い思いに見学をしており

ました。 

 

【トヨタ自動車(株)元町工場 概要】 

元町工場は 1959 年操業、生産車種は、レクサ

ス GS、LC、クラウン、マーク X、MIRAI を製造

しております。 

親工場制度を採用しており、元町工場は、イ

ンド、タイ、マレーシア等 主にアジア諸国の

親工場として各国の工場を支援しています。 

1 台のクルマを生産するには、プレス⇒溶接

⇒塗装⇒組立と４行程で行われておりおよそ

17 時間かけて生産されるそうです。 

今回の見学は溶接と組立の行程を見学しまし

た。 

見学時間は総計 150 分のバスツアーとなって

おり、ボリューム満点です。 

 

＜組立工場見学＞ 

組立工場の見学コースは高所の吊り廊下を移

動します。 

移動していると、所々に案内スポットがあり、

初めに説明を受けたのはトヨタ生産方式 2 本

の柱の１つ「ジャストインタイム」です。 

「必要なものを、必要な時に、必要な量だけ

作る」という考え方です。 

また、この「ジャストインタイム」を実現さ

せるために使う道具が「カンバン」です。 

モノづくりに関わっている方のみならず、世

界に知れ渡っている言葉です。 

最初に向かったのは、部品のセット場です。 

 部品のセット場では、予めクルマ 1 台分の部

品を準備しています。 

そして、部品準備にミスが無いように「デジ

タルピッキング」システムが使われています。 

「デジタルピッキング」とは部品が並べられ

た棚にはランプがついており、作業員はこのラ

ンプの合図（点滅）しているところから、部品

を取りカートに入れていきます。 

部品が準備されると、カートは自動で次の生

産ラインに供給されます。 

したがって、次工程の組立て作業の方は部品

を選ぶ必要が無く、組立作業に集中できること

になり、生産効率が上がり、かつ、デジタルピ

ッキングにより、間違いが起きないシステムが

構築されています。 

そして、トヨタ生産方式の２つ目の柱である

「ニンベンのついた自働化」です。 

品質は各工程で保証して後工程には、不良品

を流さないという考え方で、これを実現させる

ために「呼び出しボタン」と「アンドン」があ

ります。 

呼び出しボタンは何か問題が発生した時に、

リーダーを呼び出すためのボタンです。 

ボタンを押すと音が鳴り、同時にアンドンに

内容が表示されます。 

音、表示色は内容により異なり、数種類ある

そうです。 

経験豊富なリーダーを交えて、不良を後工程

に流さないように、その場で解決していく。 

つまり、不良品を検査で発見するのではなく、

そもそも不良品をつくらないようにするとい

うのがトヨタ生産方式の発想です。 

組立工場では、日頃、品質などでお手本にし

ている「見える化」、「カイゼン」などが様々な

場面に使われており、非常に参考になりました。

さすが本家本元です。 

 

＜溶接工場見学＞ 

溶接工場では、約 500 台のロボットを使い、

クルマ 1 台あたりおよそ 4000 ヶ所を溶接して

クルマの形にしていきます。 

ボディ溶接のほとんどがスポット溶接であり、

火花が飛び散り、複数台の大きなロボットが車

の床や天井部等を一瞬で同時に溶接する様は、

まるで生き物のようであり、最近も公開されて

いるクルマがロボットに変形する映画を見て

いるような感じでした。 

 

工場見学を終えて、再びバスでトヨタ会館へ

戻ります。 

バスの中では質疑応答がされました。 

 

【質疑応答】 

 

Ｑ： 機器の保全メンテナンスはどのようにされ

ていますか？ 

Ａ： 保全については 3 交代制 24 時間体制でメ

ンテナンスをしています。 

特に 00：50 ～ 06：25 の間は生産ライン

が STOP しておりますので、この最中に設備

の大がかりな入れ替えや、メンテナンスを

しています。 
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Ｑ： 組立工場で働いている従業員の服装が異な

っていましたが、なぜですか？ 

Ａ： 会社から支給されている作業服もあります

が、私服での作業も認められております。 

なので、人それぞれ服装が違っていたわけ

です。 

ただし、組立工場の従業員は車に傷をつけ

る事が無いように金属類を身につける事が

認められておりません。 

また、塗装工場では会社から支給される静

電気防止服のつなぎを着用しなければ塗装

工場の建屋には入れない決まりがあります。 

建屋毎にドレスコードが決められておりま

す。 

 

Ｑ： 一日中同じ作業をしていますか？ 

Ａ： チーム内で行う作業においてはローテーシ

ョンが可能です。 

 

最後に、車両展示場で記念撮影を行い、見

学を終了いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

見学の終了時刻が 13 時という事もあり、少し

遅い昼食をとり、一路千葉へ！ 

高速道路も順調に流れて、無事千葉に帰って

きました。 

最後に、計量管理部会部会長の丸善石油化学

株式会社 鵜澤様より終わりのご挨拶をして

頂き、18 時過ぎに五井駅に到着、解散いたし

ました。 
 
参加者の皆さま大変お疲れ様でした。 

 
これからも研修見学会にご参加いただけます

ようよろしくお願いいたします。 
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平成 30 年度 計量管理協議会 研修・見学会アンケート 
2019 年 2 月 13～14 日実施 

 

Ⅰ．参加業種別 

 

※複数回答した方が１名居られます。 

 

 

 

Ⅱ．参加者所属別 

 

 
※複数回答された方が１名居られます。
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Ⅲ．見学場所別 感想 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。 

 

大変良かった

良かった

普通

大変良かった

良かった

普通

Ⅳ．スケジュール及び感想

集合時間

見学時間

Ⅴ．発表・見学会で気づいた点や感想

・他社に学ぶという観点からは内容が些か薄いように感じた。

・部会各社との親睦を深める意味においては有意義だと思う。

・バスの時間が長く遠い。

・内容的には問題なく今後も参加したいと思います。

Ⅵ．今後の発表・見学会に希望すること

・宴会の席や他の場面で自己紹介と名刺交換があれば良かった。

・次回も参加します。

良い 早い 遅い その他意見

9 2 1

12

良い 短い 長い その他意見

東芝未来科学館 トヨタ自動車株式会社 
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≪計量検定所だより≫ 
 
◎平成３１年度人事異動のお知らせ 
 
転出者（（ ）は新所属等） 
所長              大竹 悦司 （防災危機管理部産業保安課 課長） 
検定・検査課長         橋口 朝光 （防災危機管理部産業保安課 副主幹） 
検定・検査課 主事       中村  葵 （監査委員事務局監査課 主事） 
 
退職者 
総務企画課 主任上席計量員   黒川 明彦  
検定・検査課 主査       渡辺  宏 
 
転入者（（ ）は旧所属等） 
所長              森田  雄（商工労働部経営支援課 副課長） 
総務企画課 主任上席計量員   大倉 健一（産業支援技術研究所 次長） 
総務企画課 主事        矢野 倖汰（新規採用） 
検定・検査課長         大谷 大輔（産業技術支援研究所 主任上席研究員） 
検定・検査課 計量員      関口 桂汰（新規採用）    
 
内部移動（（ ）は旧配置・職） 
総務企画課  計量員      茂木 洋平（検定・検査課 計量員） 
検定・検査課 上席計量員    本宮  巧（総務企画課 上席計量員） 
検定・検査課 主事       石井真奈美（総務企画課 主事）   
 
内部昇格（（ ）は旧職） 
総務企画課  上席計量員    樋爪 紀子（総務企画課 計量員） 
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≪理事会だより≫ 
 

 第５５次全体会議（書面審査）のお知らせ 

 

  千葉県計量管理協議会が(一社)千葉県計量協会の会員から計量管理部会に移行されたことに伴って 

 新規制定しました部会則に基づき、全体会議を書面審査にて行うことをご連絡いたします。 

  この全体会議においては従来の通常総会において審議されました事業の運営に関すること、予算・ 

 決算に関すること、役員の選任に関すること、会則の変更に関すること、その他本部会の運営上特に 

 重要なことを審議するものです。 

  つきましては、部会員の皆様には５月中旬までに「第５５次全体会議議案集および同意書」を郵送い 

 たしますので、各附議事項について内容をご確認され、同封された同意書に「同意する」あるいは「 

 同意しない」に○印を付けて、下記事務局へご回答くださるようお願い申し上げます。 

   

  同意書の回答期日は５月１７日（金）までと定めさせていただきますので、期日までにご回答くだ 

 さいますよう、宜しくお願いいたします。 

 

  なおご回答はＦＡＸもしくはＥメールにてお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）千葉県計量協会 計量管理部会 事務局 
ＦＡＸ番号    ０４３－２８７－１５８６ 
Ｅメールアドレス chibakeiryou@ybb.ne.jp 
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